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澤 井 セ イ 子 ｛国際交流 担当特別委員）

　1998年評議会は，1998年 7 月 12 日か ら 17 日まで

プ エ ル トリ コ 大学 マ ヤ ゲ ーズ校に て ，約 180名 旧 本

9 ，フ ィ リ ッ ピ ン 8 ，韓国 ・タ イ
・ヨ ル ダ ン 各 2 ，マ

レ
ー

シ ア 1 で，ア ジ ア か ら Z4 名｝ が参加 し開催 され

た ，本評議会は、IFHE リ ス トラ を実施 し た 最初 の 大

会 で ある た め ，工 使用言語は英語 の み ，開催 国 の U

国語 （ス ペ イ ン 語） は 会員 の ボ ラ ン テ ィ ア に よ り逐 語

通訳 ，歪 評議会の 投票権 を持つ 正式 な構 成員が 加盟

団体 だ け で な く個人会員の 代表 も含め る，、tt／理 事 は

各地区会か ら 1 名の み を選出，．雀IFHE が 生活の 質の

向 ヒに 寄与す る研究 を行 っ て い る こ と を明 ら か に す る

た め ，プ ロ グ ラ ム委員 会の 研究活動 報告 を行 う，う家

政学の将来に つ い て の 討論 会 の 開催 な ど運営方法が 大

きく変 わ っ た ，

　 こ こ で は ガーナ 世界 大会，IFHE 　Dei−elopment 　bltind，

そ の 他 1：iFHE の 国際高 齢者年に 関す る 決議 を含む）

を報告する．

　1．ガ
ー

ナ 2000年大会に つ い て

　第 19 回世界大 会は，2000年 7 月 23目か ら 30口 ま

で ，ガ ー
ナ の 首都 ア ク ラ の ガ

ー
ナ 大学 を主会場 と して ，

開催さ れ る ，大会 テ
ーマ は 「新 しい 世 紀一一将来 を見す

える．拡大す る 家政学の 役割
一

入的資源 の 開発 の 視点

か ら，生 活環境 の 改善 と人 間 の 権 利 の 擁護 の 視 点か ら，

家族 ・世帯の 支援 の 視点 か ら」，テ ーマ に関す る 講廣，

研究発表，プ ロ グ ラ ム 委員会 に よ る研 究集会等が計画

され て い る．別紙 （］）は ，研究発 表要項 で あ る ．

　2 ．囲 EDevelopment 　Fund 　に つ い て

　IFHE リ ス トラ の 1 つ と して 19．　94年 シ ェ フ ィ
ール

ド評議会で 設置 さ れ た開発 基金委員 会 は ，IFHE 開発

基金 に つ い て の 最終案を提示，承認 された ．こ の 基金

は
’
1／寄付金 を貯蓄，そ の 運 用益に よ り事業 を行 う，

2 基 金 を事務局 の 運営費に 利用 で きな い よ うに す る，

3：基 金 は学 会 の 将 来 の た め ，例 えば学生会員 や 若手

研究者の 国際学会 へ の 参 加な ど の 支援と共に ，家政学

を発 展 さ せ る研究活動 の 推進 に 使 う，：唄 998 年 か ら

2〔IOO年 ま で は ，各国 が 基 金 の 担当者 を配置 し，個 別

に 基金 の 意義 や利 用法 など に つ い て 会員に 理解 して も

ら い ，で き る だけ多 くの 基金 を集め る
，
CL’地 区会 に

代表をお くと し た．ア ジ ア 地区会 は長島和子 氏 （日本

家庭科教育学会副 会長 ・千葉大学） を代表 に 選 出 した，

　な お ，ア メ リ カ で行 っ た募金 を集 め た 方法が紹介さ

れ ，IFHE 会 員 の 協力 ・協働 の 上 に 成 り立 つ 基金 に つ

い て の 理 念 を伝 えた，IFHE が 90周年 を迎 えた こ と

か ら 「＄90」 を基 金 に寄付す る とい う方法 を と っ た ，

さ まざまな会合で こ の 基 金 の 趣 旨を説明 し そ の 場 で 基

金 の 寄 付 を受け る と同時に 寄贈 品 を賞品 とす る宝 く じ

券を売 っ て そ の 売上 げ を基金 と し た等 で あ る．

　な お ，基金は，現在為 替 の 変動 が 激 し い こ とな どか

ら，当分の 間自国で 管理 し，そ の 利子 を IFHE の 将来

の ため に 自国内 で 利 用す る こ とを承認 した．

　最後 に，こ の 名称 に は ，IFHE が 「将来的に 発展す

る た め の 基 金」 と 「特定地域を開発た め の 基金」の 2

つ の 意味 が含 まれ る の で ，前者の 意味が明確 と な る 名

称に す る べ き と の 意見が だ され ，［IFHE 　Fund 　for　De−

velopment ］を候補 と した が ，委員 会 で 最終的に検討

す る こ と に な っ た．

　3．そ の 他

　
’
i
’
　 国際高齢者年に 関す る決議 に つ い て

　1991年の 国連総 会 に て
，
1999年の 国際高齢者年 の

制定 を採択 した．「自立 ・参加
・
保 護 ・自己実現 ・尊

厳」 の 5 原則 を掲げ，「す べ て の 世代 の た め の 社会 を

め ざして」 をス ロ ーガ ン に し て い る．国際女性年 ， 国

際家族 年 で 開催 され た 匿界的な規模で の 国際会議 が見

送 られ た た め 加盟国 の 対応 も遅 れ ，世 界的 に あま り知

られ て い な い ．

　JFHE 決議 文 の 原 案 は ，国 連 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク 本 部

lFHE 代表部か らは提 示 され た が ， 評議 会で徹底的に

検討 し，4 回 ［iに提 示 された決議 文 （別紙   ）が止式

に 承認 され た，

　IFHE 評議 会 に おけ る こ の 決議 文に 関する 争点は，

「高齢 者 介 護 の 主 た る 担 い 手」「高 齢 者 の 生活 の 場」

「高齢 者 と子 ど も家族 な ど との か か わ り方 ｝な どで あ

る ，南 米と北米，西欧 と ア フ リカ ，先進国 と開発途上

国な ど，社会経済的な状 況の 違 い に よ り， 家族 に お け

る高 齢者 の 位置 づ けの 異な る こ とが 当然なが ら明 らか
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に な っ た．

　 な お
， 地区会別集会で は ，各国が独 自に決議 文 の 趣

旨 を生 か した研 究 ・実践 活動 を行 う
一．

方 ，1999年

ARAHE 横浜大会 に お い て も黶際高齢者年に つ い て の

決議 に則 っ た研 究活動 を行 うこ とに な っ た ，

　
．
  　新理事会の メ ン バ ー

に つ い て

　 会長，各地 区担 当副会長 5 名 （新任は ア フ リカ と ア

メ リ カ ），各地 区代表理事 5 名 噺 任 は ア ジ ァ，2002

年 ま で の 任期 で 澤 沖を選 出｝，次期会長 （人選 中）， 財

務局長 ，事務長 ，記録担当，次期大会実行委員長 ，国

連 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク本 部 IFHE 代表で あ る．

　 なお，理事 の 人数が減少 し た た め ，個 々 の 理事 の 仕

事が多 くな り，澤井は家政教育プ ロ グ ラ ム 委員会、財

務委員会，IFHE　Deve 【opment 　 FUiid 委員会 に 所属す

る こ と に なる．

　   　10G周年記念委員会 の 発足 に つ い て

　 IFHE は ，2008年 の 創 立 100周年の 記念事業 を企画

し実行す る こ と を 目 的 と し て委員会 を 発足 させ た ．ア

ジ ア 地区か ら佐藤文子氏 ｛横浜国立大学家政教育学会

代表 ・上越教育大学 1 が選出 された，

　 ［4） iFHE の イ ン タ
ー一

ネ ッ ト ・シ ス テ ム につ い て

　事務 局 の 仕事を合理 化する た め ，イ ン ター
ネ ッ ト ・

シ ス テ ム を活用する こ と に し，今年 の 6 月 に IFHE の

WeD （http：／f冊M ・／l’．ifhe．org ） を闘設 し た．

　現在 は ，理事会 や 委員会等の 名簿，各プ ロ グ ラ ム 委

員会 の 活動報告 ，
ガ ーナ 世界大会，各地区会の 案内 ，

IFHE 規約等が記 載 され て い る ．1999年 8 月 16 − 19

日横 浜 に て 開催 さ れ る 第 io 回 ARAHE 大 会の 案内も

掲載され る，

　 
．

第 20 回 （2004年〕 世界大 会の 開催に つ い て

　「世界大会 の 開催地を地域的に偏 ら せ ない 」「1988年
か ら 2008年 まで の ID回 の 世界 大会 ・評議 会は， ヨ

ー

ロ ッ パ 4 回，ア メ リカ 2 回，ア フ リ カ 2 回 ，ア ジ ア 1

回，パ シ ィ フ ィ ッ ク 1 回 で ，ア ジ ア 地 区の 開催 が 望 ま

れ る 」「多くの 会員が 凵本で の 世界 大会開催 を強 く要

望 して い る」な ど に よ り，日本 は ，2eo4 年世界大会

の 開催に つ い て 真剣 に 検 討す る こ とを強 く求め ら れ た ．

　 今 後 の IFHE の 会合は ，2000年世 界大会が ガ ー
ナ ，

2002年評議会が ブ イ ン ラ ン ド、ZOO6年評議会が南ア

フ リ カ，2008年 100周 年記念 世 界人 会が ス イ ス とな

っ て い る．2004 年世界大会だ け が 決定 して い な い ，

　  　1999年理事会・プ ロ グ ラ ム委員会 凵程 に つ い て

　 こ れ まで 毎年 1 月初旬に パ リ市 近 郊 に て 開催 し た 理

事会と プ ロ グ ラ ム 委員 会は，来年は 1999年 2 月 12〜

94

16 日パ リ市近郊に て 開催 され る こ とに な っ た．

　重　その 他
・則務委員会か ら ユ996　− 97 年の 決算 ，

工998・・．2000 年

の 予算が提案 され ，承認 された，財政状況 は引 き続 き

厳 しく，「IFHE　Bulletin　1の 発行 も遅 れ て い る ．
・2002年 に事務局が フ ラ ン ス か ら移転 す る こ と に な

っ て い る．現在 まで，事務局 の 受け入れ を表明 して い

る 国 は フ f ン ラ ン ド と ドイ ツ で あ る．
・事務経費削減の た め ，イ ン タ

ー
ネ ッ トの 活用 を誰進

す る こ と に な る ，そ の 責任者で あ る 現事務 長 は 2002

年 まで に イ ン ターネ ッ ト ・シ ス テ ム を機能させ る よ う

に す る
．
f定 で あ る が，2000年か ら 2 年間 は 無報酬 で

事務長 の 職 を務め る との 申し出 を行 っ た．

別 紙（D

　　 IFHE 第 19回世界大会 ガ ー
ナ 20DO年大会

　　　　　　　　自由研 究発表募集

　研究委員 会 は
，

ガ ー
ナ 大会で の 醗究発表 の 要項 を以

下 の よ うに ，提示 した．

研究発表 を受理 す る た め の 基準

（1260 ）

1．筆頭 発表者 （Ptrst　Authar ） は IFHE の 個 人会員

で ，ガ…
ナ 世界 大会に 登録す る こ と．なお，ユ報

告の み ．筆頭発表者 に な れ る，

2．研究発表は ，未発 表 の こ と．

3，研究 発表は ，家政 学 お よ び 家 政学 関連 分野 に と

　っ て 社 会的に意義があるか否 か を基準に審査 され

る ．

4．発 表 は大 会 テ ーマ 「新 しい 世紀
一

将 来 を見す え

る．拡 大 す る 家政 学 の 役割 （A 　New 　Centurv ：

Focus 　oll 　the　Future，　 The 　Expandip ．g　Role　of

Home 　Economics，　 III　Developing 　Human 　Re−

sources 、　in　lmprovlng 　　Living　　Gullditions　aitd

Fosしering 　Human 　Nghts ，　III　Advocacy　f〔｝ヒ
・Families

and 　Households ）」 に 関連 して い る こ と．

5．国際 的 な 視点 に 立 っ た研究で ，国際 的 に も適 用

で きる発 表が望 ま しい ．

6．発 表は科学的な 研究 で あ り，基本 的 に新 しい 情

報を 含む もの で なけれ ばな ら な い ．

要約 は，そ の 科学的価値に よ り審査 され る ，

7．評 論系 の 論文
・
再検討 した 研究 ・進行中 の 研究

は 受理 され な い ，

8．領域分類 は、以 下 の 通 りで あ る，

〔］Business　　　　口 Collsurner　Behavior

口 Culturaj，Ethnlc、Gender　Issues
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一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

国際家政学会 qFHE ｝ プエ ル トリ コ 評 議会報告

日 Educatlon ，　Extension 　日 Elderly
，
　Handlcapped

［コ　Environment　 　 ⊂］Family　Economics

　： Food，　Nutrition　　　口 General 　Home 　Econ 〔〕nuics

　二 Health　　　 口 Househo ｝ds，　Farnilies，lndividuals

　匚コ Housing　　　 ［コResource 　Management

　匚］Social　and 　Consumer 　Pohcy　Issues

　口 Technology，　Energy　囗 Textile，Clothing，Design

　Theories，　Methodologies＆ Philosophies

　 口 Other

カ
“
イ ドラ イ ン

　1．発表は，口 頭かポ ス タ
ー

か の い ず れ か で行 う，

　a ）口 頭発表の 時 問 は
， 発表者 の 紹介 ，発表 ，質疑

　 応答を含め，15〜20分 で あ る．

　b）ポ ス ター発表で は，発 表 者 は 自 らの ポ ス タ ーの

　 前 に 2時 問 い なけ れ ば な ら な い ．発 表 ス ペ ー
ス は ，

　 受理 した後に 知 らせ る ．視聴 覚教材 を用 い た発 表

　 は
， 本大会で は 適切 で な い ．

　2，研 究委員 会 は ，発 表形式 をri頭か ポ ス タ
ー

か に

　 つ い て は 基本 的 に 発 表者 の 希望を尊重 す る が，最

　 終 的な決定の 権利は委員会に あ る ．

　3．研 究発表 を行 うた め に かか る 全費用 は著者 が支

　 払 う．国内委 員会 で 受理 され て
， 研 究委員会 に 郵

　 送す る た め に か か る 諸 費用は，発 表者 が負担 す る．

　4，受 理 され た 発表要旨は ，提 出 され た原稿 の まま

　 で 印刷す る ．使用言語 は英詰 が望 ましい ，要旨と

　 発 表の 言語 は 同 じこ と，提 出 され た要 旨は カ メ ラ

　 で と れ る よ う に し て お く こ と．英認 以 外 の 1FHE

　 が 認め て い る言語 を使 用する 場 合で も，要旨は必

　 ず英 語 で提出 の こ と．

　 5．発表希望 者は ，発表要旨 6 部を，1999 年 8 月 15

　 日 ま で に 国 内委員会 旧 本で は，国際交 流委 員会

　 内） に 送付す る，国内委員会 は 発表要 旨を審査，

　 1999年 10 月 1 日 ま で に 研究 委員 会 に 送付 する 。

　 な お，発表希望者は研究委員 会宛 に 直接 送 付 しな

　 い こ と，

　　　委員長 lr，　Ans 　Groot　Marcus

　 　 　 IFHE 　Research　Comrnit 仁ee 　Chair

　 　 　 WAU ，Household　and 　Censlmler　Studies

　 　 　 P．0 ．BOX806D 　6700　DA 　Wageningen ，

　 　 　 Netherland

　 6．最終審査は 研 究委員会で行 う．審査 結果は，1999

　 年 H 月まで に ，筆頭 発表者 に 通 知さ れ る，

　 7．要旨の 書式に 従 っ て 作 成 す る こ と，要旨の 書式

　 は ．IFHE の ホ
ー

ム ペ
ー

ジ 〔http：〃、ヤ〜wv ．ifhe．org 〕

に掲載され て い る ．

　
广
工表題

・著者 ・所属 ・連絡先を明記 の こ と．、 

要旨は 150語 ま で ，シ ン グ ル ス ペ …ス ，ワ
ー

フ ロ

か タ イ プ で 作成 し，高品質 で 印刷す る こ と，  序

（背景 ，冂的 ，目標｝
・方法 ・結果 ・考察を含む こ

と．イ パ ラ グ ラ フ とパ ラ グ ラ フ の 間 は 1 行あける ．

弖 シ ン グ ル ・ス ペ ース を用 い る．  イ ン デ ン トは

利用 し な い ．  本文は完 全 に 文字間 を整 え る （左

右 の マ
ー

ジ ン は 整 える ），  表題 の レ イ ア ウ トは

文字間を瞥えた まま に し て お く．  要旨は PC か

マ ッ キ ン トッ シ ュ の 3．5 イ ン チ デ ィ ス ク で 提 出す

る の が 望 ま しい ，なお，ソ フ トは MS 　Word 　for

Windo 、、唱 I
　Word 　Perfeet （PC ／Mac ），　 MS 　Word 　for

MaclntDsh が望 ま し い 、  ．デ ィ ス ク の ラ ベ ル に は

氏名 と ソ フ ト名 を は っ きりと記すこ と，

8．要 旨集 に は ，発 表者 か ら提 出 さ れ た 原 稿か ら直

接 印刷 す る こ と に な る ，したが っ て ，発表 の 質の

高 さ は ，発表 の 墓準 や ガ イ ドラ イ ン を正確に 守 る

か否 か で 決まる ．

9．特 に 多くの 若手研究者や 院生 の 発表 を期待 し て

い る ．

別紙  

　　 IFHE の 国際 高齢者年に 関する決議 （仮 訳）

　IFHE は
， 社会に お け る 家 族 の 社会的 ・経済的 な生

活の 中 に 高齢 者が絶対に重要な役割 を担 っ て い る こ と

を認識す るが故 に ，

　高齡者が ，尊厳をも っ て 生 きる こ と の で き る ，生 活

の 質 を維持で きる，そ し て 社 会 に おけ る 生産活動 を担

う メ ン バ …と して の 権利 の あ る こ とを支持す る が 故 に，

　多種多様な家族や 地域社 会 の 構造が 高齢者 の 介助 と

高齢 者へ の 支援に と っ て 最 も重要 で あ る 故に ，

　家政学 が 高齢 者の 身体的 ，心理的，経 済的，杜会的，

精神的 な安定 （安寧 ） に 影響 を与え る研究 ・政策 ・実

践 に 深 く関係 し て い る 故 に．

　 ］FHE は 、高齢者 の 権利 と要求 を擁護 し認識 す る 研

究 ・政策 ・実践 を行 い ，さ ら に ，可能なか ぎ り，高齢

者 が 自立 （独立）で きる，高齢者 自身 や 社会に影響 を

与 える意．愚決定に参画で きる ，尊敬 と理解 をえる た め

に す べ て の 世代 と相互 作用 （かかわ りあ える）で きる ，

尊厳 を失わずに介助 を受け られ る
， 自己実現で きる よ

うに する などの ため の 研 究 ・政策
・
実践 を企画 し支援

す る こ と を 決議 す る 、
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